
中学校国語

１ 課題のある全国学力・学習状況調査問題

２ 結果分析から見えてきた今後の取組

縮尺 無解答率 全国： １０．１％ 本市：１３．９％

問い： 楷書でていねいに書きなさい。

「地図のシュクシャクを調べる。」

■国語Ａ９一

文脈に即して漢字を正しく書く

全国：７２．１％ 本市：６６．７％⇒全国比－５．４

１ 課題のある調査問題（国語A）
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しょうさい 無解答率 全国： ５．２％ 本市：７．７％

問い： 正しい読みを書きなさい。

「詳細に述べる。」

■国語Ａ９二

文脈に即して漢字を正しく読む

全国：７８．２％ 本市：７０．５％⇒全国比－７．７

１ 課題のある調査問題（国語A）

① 形容詞

② 名詞

問い： 私は伝えたい内容が明確になるように、次のアの文を

イの文に変えました。イの文の方が、器の色が特に目を引き付

けたことが伝わります。これは「青い」という（ ① ）を、「青さ」と

いう（ ② ）に変えて、主語にしているからです。

ア 大きな青い器が私の目を引き付けた。

イ 大きな器の青さが私の目を引き付けた。

■国語Ａ９四①②

単語の類別について理解する

①全国：６２．３％ 本市：５５．４％⇒全国比－６．９

②全国：３３．７％ 本市：２８．４％⇒全国比－５．３

１ 課題のある調査問題（国語A）
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■放課後も花壇に水やりを行ってほしい

問い： 【回答案A】の冒頭に、次の

一文を入れて掲示することにしまし

た。（ ）に当てはまる適切な言

葉を十八字以内で書きなさい。

■（ ）という要望について

回答します。

■国語Ａ７二

伝えたい事柄が相手に効果的に

伝わるように書く

全国：６６．４％ 本市：６１．６％⇒全国比－４．８

１ 課題のある調査問題（国語A）

無解答率 全国： ３．７％ 本市：５．８％

■国語Ｂ２三
複数の資料から適切な情報を得て、
自分の考えを書く

全国：２３．０％ 本市：１８．１％⇒全国比－４．９

１ 課題のある調査問題（国語B）
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A ウェブページの問題

B 日本の人口推移を表したグラフ

C 雑誌の記事の一部

■複数の資料から適切な情報を得る。

■自分の考えを具体的に書く。

Ｂ２三

１ 課題のある調査問題（国語B）

「書くこと」「読むこと」の領域において・・

○ 伝えたい事柄や根拠を明確にして自分の考えを書く。
（行事のあと等、日常的に文章を書く習慣をつける。）

○ 複数の本や資料から得た情報を自分と結び付けて考

えることができるような授業を定期的に行う。

基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着

２ 今後の取組

○ 漢字は、「授業の中で学ぶ 家庭で練習する 日常
生活において、意識して使う」ことで定着させる。

○読み・書き・計算等だけでなく・・

■思考し、協働し、表現する授業づくりを！
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⑷ 国語科の分析及び改善の方向 

（福岡教育大学 教授 山元 悦子） 

19920197
タイプライターテキスト
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⑸　小学校算数・中学校数学

○　算数Ａ（小学校）

集計結果

分類・区分別集計結果

16

数と計算 7

量と測定 3

図形 4

数量関係 2

算数への関心・意欲・態度 0

数学的な考え方 0

数量や図形についての技能 7

数量や図形についての知識・理解 9

選択式 5

短答式 11

記述式 0

○　算数Ｂ（小学校）

集計結果

分類・区分別集計結果

13
数と計算 4
量と測定 3
図形 7
数量関係 3
算数への関心・意欲・態度 0
数学的な考え方 9
数量や図形についての技能 2
数量や図形についての知識・理解 2
選択式 3
短答式 5
記述式 5

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

　全体

学習指導要領
の 領 域 等

評 価 の 観 点

問 題 形 式 40.9 42.2

31.3 32.5

73.1 74.9

69.1 70.6

43.7 45.0

41.5

評 価 の 観 点

問 題 形 式

　基礎的な言語活動や言語事項に関する知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題

77.1 77.2

対象児童数
7,758 1,061,063

分類

58.7

43.5 45.6

42.0 43.0

34.1 35.3

57.4

北九州市
（公立）

全国
（公立）

42.4

39.7 41.7

区分
対象設問数
（問）

平均正答率(％)

北九州市（公立） 全国（公立）

73.6

68.1 70.5

75.7 77.3

70.4

　全体 73.3 75.2

学習指導要領
の 領 域 等

79.2 80.1

69.7 71.3

60.4 64.5

84.2 84.9

分類 区分
対象設問数
（問）

平均正答率(％)

北九州市
（公立）

全国
（公立）

　基礎的な言語活動や言語事項に関する知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題

対象児童数
北九州市（公立） 全国（公立）

7,766 1,061,301

19920197
タイプライターテキスト
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○　算数Ａ

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

北
九
州
市
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

北
九
州
市
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
4A
(2)
アウ

○ ○ 69.4 71.0 0.4 0.6

１（２）

4A
(2)ア
4A
(5)
アイ

○ ○ 73.7 74.3 0.9 1.1

１（３）

2A
(2)ウ
3A

(2)ウ
4A

(5)イ

○ ○ 74.9 82.0 2.4 2.0

２（１）
2A

(2)ア ○ ○ 98.5 98.2 0.1 0.2

２（２）
4A

(5)イ ○ ○ 70.1 69.5 0.8 0.7

２（３）
5A

(4)オ ○ ○ 80.2 81.4 1.5 1.8

２（４）
5A

(4)カ ○ ○ 87.3 84.2 2.3 4.1

３
3B

(3)イ ○ ○ 74.5 74.8 0.9 1.0

４（１）
4B
(2)
アイ

○ ○ 79.6 81.3 0.2 0.3

４（２）
4B
(2)
アイ

○ ○ 55.1 58.0 0.5 0.5

５（１）
3C
(1)
アウ

○ ○ 46.3 50.6 1.1 1.6

５（２）

3C
(1)ア
イウ
5C

(1)ウ

○ ○ 58.7 64.5 2.3 2.4

６（１）

2C
(1)ウ
4C

(2)ア
5C

(1)イ

○ ○ 71.7 75.4 2.0 2.1

６（２）

2C
(1)ウ
4C

(2)ア

○ ○ 64.9 67.6 2.7 3.4

７

3D
(3)ア
5D
(4)

○ ○ 80.6 81.8 1.5 2.3

８

3D
(2)ア
4D

(2)ア

○ ○ 87.8 88.1 3.8 4.6

繰り上がりのある２位数の
加法の計算をすることがで
きる

末尾の位のそろっていない
小数の減法の計算をするこ
とができる

ハンカチを５日間持ってきた人数
が，学年全体の人数の半分より少
ない学年は，４年生だけであるこ
とを示しているグラフを選ぶ

グラフに表されている事柄
を読み取ることができる

○を並べた図を基に式を読み，数
に対応する○を黒く塗る

式で表現された数量の関係
を図と関連付けて理解する
ことができる

異分母の分数の減法の計算
をすることができる

円の中心と円周上の二点を頂点と
する三角形の，角の大きさを求め
る

円の性質から三角形の等辺
を捉え，二等辺三角形の性
質から底角の大きさを求め
ることができる

作成途中の直方体の展開図につい
て，残りの一つの面の長方形の縦
と横の辺の長さを書く

示された見取図の情報を基
に，展開図に必要な面の大
きさを読み取ることができ
る

除数が整数である場合の分
数の除法の計算をすること
ができる

日常生活の中で必要となる
時刻を求めることができる

作成途中の直方体の展開図につい
て，残りの一つの面を付けてかく
辺を選ぶ

見取図と展開図を関連付け
て，立体図形の辺や面の位
置関係を理解している

９０°，１８０°，２７０°，３
６０°を基準として角の大きさを
見当付けたものから，正しいもの
を選ぶ

１８０°よりも大きい角の
およその大きさを，２直
角，３直角を基に捉えるこ
とができる

分度器の目盛りを読み，１８０°
より大きい角の大きさを求める

１８０°や３６０°を基に
分度器を用いて，１８０°
よりも大きい角の大きさを
求めることができる

円の中心と円周上の二点を頂点と
する三角形が二等辺三角形になる
理由として，最もふさわしい円の
特徴を選ぶ

示された三角形が二等辺三
角形になる根拠となる円の
性質を，選択することがで
きる

２８＋７２を計算する

６．７９－０．８を計算する

５／９－１／４を計算する

５／６÷７を計算する

午後３時１０分までに図書館に着
くために，所要時間の５分と２０
分を基に，家を出発する時刻を求
める

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

８．９－０．７８の差の概算の結
果として，ふさわしい数値を選ぶ

５．２１＋０．７は０．０１が何
個集まった数かを表すための式と
して，ふさわしい数値の組み合わ
せを書く

小数の減法について，計算
の結果のおよその大きさを
捉えることができる

単位となる小数の幾つ分
で，小数の大きさを表すこ
とができる

評価の観点

小数の加法の結果を，減法を用い
て確かめるとき，当てはまる数値
の組み合わせを書く

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域等

加法における計算の確かめ
の方法を理解している

19920197
タイプライターテキスト
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○　算数Ｂ

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

北
九
州
市
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

北
九
州
市
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
4C

(1)イ ○ ○ 94.1 95.2 0.0 0.1

１（２）
4C
(1)
アイ

○ ○ 52.2 54.6 0.8 1.0

１（３）
4C
(1)
アイ

○ ○ 25.3 27.7 16.5 14.3

２（１）
5B

(4)ア
4D

(2)ア ○ ○ 62.1 64.8 0.2 0.3

２（２）
5D
(3) ○ ○ 14.2 13.1 4.4 4.5

２（３）
5D
(3) ○ ○ 49.7 51.0 12.3 12.8

３（１）

3A
(4)ア
5A

(1)イ

3C
(1)ア ○ ○ 28.9 32.5 6.8 6.7

３（２）

3C
(1)
アイ
5C
(1)
イウ

○ ○ 47.2 49.1 20.6 18.9

４（１）
4A
(2)
アイ

○ ○ 52.8 52.6 2.0 2.4

４（２）
4A
(2)
アウ

○ ○ 61.0 62.0 3.2 3.9

４（３）
4A

(2)ア
イウ

○ ○ 23.5 22.3 15.7 15.3

５（１）

4B
(1)
アイ
5B

(1)ア

2C
(1)イ
4C

(1)イ
5C

(1)イ

○ ○ 10.5 12.5 22.2 21.0

５（２）

4B
(1)
アイ
5B

(1)ア

2C
(1)イ
4C

(1)イ
5C

(1)イ

○ ○ 46.4 47.8 15.9 17.3

示された図において，分割さ
れた二つの図形の面積が等し
くなるわけを書く

長方形の面積を２等分する考
えを基に，分割された二つの
図形の面積が等しくなる理由
を記述できる

示された図形の色がついた部
分の面積を求める

条件を変更した場面に面積を
２等分する考えを適用して，
示された部分の面積を求める
ことができる

四つの数を四捨五入して，千
の位までのおよその数に表
し，それらの数の和を求める
式と答えを書く

四捨五入して千の位までのお
よその数にして計算すること
ができる

切り上げて計算した結果が１
００００であることから分か
ることを選ぶ

切り上げた場合の見積りの結
果を基に，目標に達している
かについて判断できる

目標に達するには，１２月に
３０００個のキャップを集め
ればよいわけを書く

概数を用いた見積りの結果と
それに基づく判断を理解し，
３０００個集めればよい理由
を記述できる

示された割り引き後の値段の
求め方の中から誤りを見いだ
し，正しい求め方と答えを書
く

示された割り引き後の値段の
求め方の中から誤りを指摘
し，正しい求め方と答えを記
述できる

周の長さが２４ｍの正三角形
を巻き尺でつくるために，そ
れぞれどこの目盛りのところ
を持てばよいかを書く

正三角形の性質を基に，示さ
れた周の長さから辺の長さが
等しくなる位置を求めること
ができる

合同な二つの三角形を巻き尺
でつくったときに，㋐の角が
３０°になるわけを書く

正三角形の性質や合同な三角
形の性質を基に，㋐の角が３
０°になる理由を記述できる

二組の道のりが，それぞれ等
しくなることを書く

示された二組の道のりが等し
くなる根拠として，図形を見
いだし，その図形の性質を記
述できる

トマトを７個買うとき，最も
安くなる買い方を選び，その
ときの代金を書く

単位量当たりの大きさを用い
て，目的に応じた買物の仕方
を選択し，代金を求めること
ができる

２０％増量した商品の内容量
が４８０ｍＬであるとき，増
量前の内容量を求める式と答
えを書く

示された情報から基準量を求
める場面と捉え，比較量と割
合から基準量を求めることが
できる

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

平行四辺形を構成することが
できる，四つの辺の組み合わ
せを選ぶ

平行四辺形の性質を基に，平
行四辺形を構成することがで
きる辺の組み合わせを理解し
ている

作図に用いられている平行四
辺形の特徴を選ぶ

平行四辺形の作図の方法に用
いられる図形の約束や性質を
理解している

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域等 評価の観点

19920197
タイプライターテキスト
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学力向上

算数科

概況と正答率の低い
設問について
Ａ問題
① 小数の減法の概算
② 小数の計算
③ 角の大きさ

Ｂ問題
① 割合
② 面積についての説明

算数Ａ ７７６６名
算数Ｂ ７７５８名

算数Ａは、６項目中、４項目改善，算数Ｂは、７項目中、
６項目改善している。しかし、すべての項目において全国
を下回っており，基礎的・基本的な内容，及び活用する
力に課題がある。（平成１９年度～）

【全体的概況】

出題数 全国平均以上の正答率数

Ｈ２４ 7 1
Ｈ２５ 7 1
Ｈ２６ 6 1
Ｈ２７ 4 3

算数Ａ「数と計算」領域
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正答率＜全国：７１．０％ 北九州市：６９．４％＞ －1.６ポイント

小数の計算の結果の見積もりに課題 計算の結果のおよその大
きさ捉えることができていない。

【誤答】12.2%

１ ８．９－０．７８
１ 0.1 ２ １ ３ 0.8 ４ ８

算数科A

０．１と解答 ０．８と解答

【誤答】12.8%

誤答者数 ２３７６名

末尾をそろえて計算の
結果を考えている。

小数点の処理を誤っ
ている。

・計算は、繰り返し徹
底して練習させる。
（維持・継続する）

・計算の手順だけでな
く、見積もったり、もう
一度やり直したりする
態度を育てる。（よさ）

正答率＜全国：６９．５％ 北九州市：７０．１％＞ ＋０．６ポイント

末尾のそろっていない小数の計算の理解に課題 小数の仕組み
を活用して，小数点をそろえて位ごとに計算することの理解ができ
ていない。

－ ０．８－ ０．８

６．７ ９

６．７ １

末尾をそろえて解答

５．９ ９

位を正しくそろえて計算

【誤答】12.6%

・計算は、繰り返し徹底して練習する。（維持・継続する）

・位を揃えて計算する意味を理解させるために、左のような誤答を提示し、処理
の誤りについて話合ったり、正しい計算の仕方を説明したりする。
・答えを見積もったり、もう一度やり直したりする態度を育てる。（よさ）

２ ６．７９－０．８

算数科A

１ ０．７５＋０．９ （Ｈ２５）正答率 ６０．０％
１ ９－０．８ （Ｈ２６）正答率 ７９．４％

誤答者数 ２３２２名

６．７ ９比較する
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アの角の大きさは何度ですか。答えを書きましょう。

算数科A 正答率＜全国：５８．０％ 北九州市：５５．１％＞ －２．９ポイント

180°よりも大きい角の大きさを正しく測定することに課題 180°
よりも大きい角の大きさを、２直角、３直角を基にして捉えることが
できていない。

正 ２１０° 55.1%
誤 １５０° 37.3%
誤 ３０° 2.8%

測定する角がどの角かを意識せず
目盛りの数字を読んでいる。

・計算問題と同様に、
★角の大きさの見当を付ける。（１直角、２直角、３直角を基準に）
★角の大きさを測定する。
★角の測定の結果を振り返って確かめる。

誤答者数 ３４８７名

次に、せんざいを買います。家で使っているせんざいが、
２０％増量して売られていました。増量後のせんざいの量は
４８０ｍＬです。増量前のせんざいの量は何ｍＬですか。
求める式と答えを書きましょう。

算数科B 正答率＜全国：１３．１％ 北九州市：１４．２％＞ ＋１．１ポイント

比較量と割合から基準量を求めることに課題 基準量・比較量・割
合の関係を正しく捉えることに課題がある。

正 480÷1.2 □×1.2＝480 14.2%
誤 480×0.8 27.6%
（増量後の量の80％に当たる量）

１ 1.2

０

０

480 増量後増量前

×1.2

×1.2
量(ｍＬ)

割合

図や数直線図、関
係図に表すことを
通して、□の1.2倍
が480だから、式
は、□×1.2＝480
というように数量の
関係を整理させる。

20%増量

誤答者数
６６５６名
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なぜ、オとカ の面積が等しくなるのですか。そのわけを、言葉や数、アからカ
までの記号を使って書きましょう。

論理的に考えたり、説明したりすることに課題 根拠となる事柄を
過不足なく説明できていない。

算数科B 正答率＜全国：１２．５％ 北九州市：１０．５％＞ －２．０ポイント

（例）アとイの面積は、等しく、ウとエ
の面積も等しいも等しいです。オは、
アとウを合せた図形で、カは、イと
エを合せた図形です。

同じ面積の図形を合せているので、
オとカの面積は、等しい。

論理の飛躍を防ぎ、聞き手に的確に伝わる指導が必要。例えば、オとカの面積が
等しくなる理由を説明する際、「アとイの中心通っているからアとイは等しい。」と
いった根拠が不足した説明を示して、「もっと詳しく言えないか。」と発問し、解決の
ために必要な根拠を満たす説明となっているかを話合う活動を取り入れる。

無回答率 22.2%（全国 21.0%）

誤答者数 ６７８８名

【算数A】
○小数の計算（計算の見積もり、確かめ、計算の理解）
○角の大きさの測定（180°より大きい角の大きさ）

【算数B】
○比較量と割合から基準量を求める（数量関係）
○根拠となる事柄を過不足なく説明

【課題のある問題（正答率が低い・無回答率が高い）】

○徹底した練習（習熟）
○答えを見積もる、確かめる態度の育成
○系統的な図の指導
○かく活動（ノート指導）、説明する活動の充実
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○　数学Ａ（中学校）

集計結果

分類・区分別集計結果

36

数と式 12

図形 12

関数 8

資料の活用 4

数学への関心・意欲・態度 0

数学的な見方や考え方 0

数学的な技能 17

数量や図形などについての知識・理解 19

選択式 19

短答式 17

記述式 0

○　数学Ｂ（中学校）

集計結果

分類・区分別集計結果

15

数と式 4

図形 4

関数 5

資料の活用 2

数学への関心・意欲・態度 0

数学的な見方や考え方 13

数学的な技能 2

数量や図形などについての知識・理解 0

選択式 4

短答式 4

記述式 7

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

　全体

学習指導要領
の 領 域 等

評 価 の 観 点

問 題 形 式 42.5 47.4

30.9 34.8

44.7 47.9

37.7 41.6

59.6

評 価 の 観 点

問 題 形 式

　基礎的な言語活動や言語事項に関する知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題

62.0 65.0

対象生徒数
7,591 1,016,548

分類

34.2

27.9 30.7

25.7 31.2

38.9 42.8

29.5

北九州市
（公立）

全国
（公立）

63.2

33.9 39.0

区分
対象設問数
（問）

平均正答率(％)

北九州市（公立） 全国（公立）

63.9

62.2 64.6

61.0 64.2

61.4

　全体 61.6 64.4

学習指導要領
の 領 域 等

65.0 67.7

60.6 63.4

58.9 61.7

60.5 63.0

分類 区分
対象設問数
（問）

平均正答率(％)

北九州市
（公立）

全国
（公立）

　基礎的な言語活動や言語事項に関する知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題

対象生徒数
北九州市（公立） 全国（公立）

7,586 1,016,737
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設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

北
九
州
市
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

北
九
州
市
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
小６
数量
(１)

○ ○ 93.5 93.6 0.3 0.1

１（２）
１

(１)
ウ

○ ○ 81.8 83.7 2.1 1.2

１（３）
１

(１)
イ

○ ○ 76.1 75.7 0.4 0.3

１（４）
１

(１)
ア,エ

○ ○ 75.0 75.4 2.2 1.3

２（１）
１

(２)
ウ

○ ○ 83.9 85.3 2.5 1.6

２（２）
１

(２)
エ

○ ○ 19.8 22.2 12.2 9.0

２（３）
２

(１)
ウ

○ ○ 59.3 64.2 9.4 6.8

２（４）
２

(１)
イ

○ ○ 55.2 57.0 10.6 7.9

３（１）
１

(３)
イ

○ ○ 68.5 79.4 0.8 0.5

３（２）
１

(３)
ウ

○ ○ 68.5 73.8 10.5 7.1

３（３）
２

(２)
ウ

○ ○ 46.8 44.9 1.1 0.9

３（４）
２

(２)
ウ

○ ○ 51.4 56.8 14.7 10.4

４（１）
１

(１)
ア

○ ○ 65.3 59.1 1.0 1.0

４（２）
１

(１)
イ

○ ○ 48.9 54.5 3.5 2.2

５（１）
１

(２)
ア

○ ○ 46.8 47.4 3.7 1.9

５（２）
１

(２)
イ

○ ○ 80.9 83.4 0.6 0.3

５（３）
１

(２)
イ

○ ○ 82.2 83.8 0.7 0.4

○　数学Ａ

一元一次方程式 ７x＝５x＋
４ を解く際に用いられている
等式の性質を選ぶ

方程式を解く場面におけ
る等式の性質の用い方に
ついて理解している

一元一次方程式 １.２ x－６
＝ ０.５ x＋１ を解く

小数を含む一元一次方程
式を解くことができる

a が正の数のとき，a×（－
２）の計算の結果について，
正しい記述を選ぶ

正の数と負の数の乗法に
ついて理解している

ある日の最低気温を基準にし
て，その前日の最低気温との
差から，前日の最低気温を求
める

正の数と負の数の意味
を，実生活の場面に結び
付けて理解している

５x－x を計算する
一次式の減法の計算がで
きる

１２－２×（－６）を計算す
る

加減乗除を含む正の数と
負の数の計算において，
計算のきまりにしたがっ
て計算できる

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

１２：９ と等しい比を選ぶ 比の意味を理解している

連立二元一次方程式
　　　　　　　　　　を解く 簡単な連立二元一次方程

式を解くことができる

垂線の作図で利用されている
図形の性質を選ぶ

垂線の作図が図形の対称
性を基に行われているこ
とを理解している

連立二元一次方程式をつくる
ために着目する数量を表した
式を選ぶ

具体的な事象における数
量の関係を捉え，連立二
元一次方程式をつくるこ
とができる

赤いテープの長さが a ｃｍ
で，白いテープの長さの３／
５倍のとき，白いテープの長
さを a を用いた式で表す

数量の関係を文字式に表
すことができる

等式 ２x－y＝５ を y につ
いて解く

等式を目的に応じて変形
することができる

連続する３つの整数のうち最
も小さい整数を n とすると
き，それらの和が中央の整数
の３倍になることを，n を用
いた式で表す

文字を用いた式で数量の
関係を説明するための構
想を理解している

△ＡＢＣを，矢印の方向に４
ｃｍ 平行移動した図形をかく

平行移動した図形をかく
ことができる

直方体において，与えられた
辺に垂直な面を書く

空間における直線と平面
の垂直について理解して
いる

直角三角形の斜辺を軸として
回転させてできる立体を選ぶ

直角三角形の斜辺を軸と
する回転によって構成さ
れる空間図形の形を理解
している

与えられた投影図から立体を
読み取り，その立体を選ぶ

与えられた投影図から空
間図形を読み取ることが
できる

４x＋２y＝ ５
x＋ y＝ ２

19920197
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５（４）
１

(２)
ウ

○ ○ 52.4 56.4 1.6 1.4

６（１）
２

(１)
ア

○ ○ 72.9 80.3 0.7 0.4

６（２）
２

(１)
イ

○ ○ 64.6 69.7 1.1 0.9

７（１）
２

(２)
ウ

○ ○ 71.7 76.1 0.7 0.5

７（２）
２

(２)
ア

○ ○ 69.1 76.1 10.2 6.8

７（３）
２

(２)
ウ

○ ○ 47.8 48.1 1.0 0.9

８

２
(１)
ア

(２)
イ

○ ○ 24.0 25.8 1.3 1.2

９
１

(１)
ア

○ ○ 78.6 81.5 1.1 0.9

１０（１）
１

(１)
エ

○ ○ 61.8 61.7 1.4 1.2

１０（２）
１

(１)
ウ,エ

○ ○ 61.3 64.9 14.6 9.8

１０（３）
１

(１)
エ

○ ○ 42.6 49.3 22.0 17.2

１１
２

(１)
イ

○ ○ 61.1 64.7 1.5 1.4

１２（１）
２

(１)
イ

○ ○ 48.6 49.9 1.2 1.3

１２（２）
２

(１)
イ

○ ○ 82.6 83.8 10.1 8.5

１３
２

(１)
ウ

○ ○ 34.3 37.9 2.4 2.3

１４（１）
１

(１)
ア

○ ○ 46.9 46.0 11.1 9.7

１４（２）
１

(１)
ア

○ ○ 71.5 75.9 12.1 9.4

１５（１）
小６
数量
(５)

○ ○ 73.1 74.8 6.3 5.2

１５（２）
２

(１)
ア

○ ○ 50.5 55.4 1.9 2.1

与えられた式で体積が求めら
れる立体を全て選ぶ

与えられた式を用いて体
積を求めることができる
立体を理解している

同位角の位置にある角につい
て正しい記述を選ぶ

同位角の意味を理解して
いる

四角形を五角形に変えたとき
の，内角の和の変化について
正しい記述を選ぶ

多角形の内角の和の性質
を理解している

ひし形ＡＢＣＤにおいて，Ａ
Ｃ⊥ＢＤが表す性質を選ぶ

ひし形の「対角線は垂直
に交わる」という性質
を，記号を用いた表現か
ら読み取ることができる

証明で用いられている三角形
の合同条件を書く

証明の根拠として用いら
れている三角形の合同条
件を理解している

与えられた方法で作図された
四角形が，いつでも平行四辺
形になることの根拠となる事
柄を選ぶ

作図の根拠として用いら
れている平行四辺形にな
るための条件を理解して
いる

時間と道のりの関係を表すグ
ラフを基に，出発してから１
５分後にいる地点までの家か
らの道のりを求める

時間と道のりの関係を表
すグラフから，与えられ
た時間における道のりを
読み取ることができる

二元一次方程式 x＋y＝３ の
解を座標とする点の集合とし
て正しいものを選ぶ

二元一次方程式の解を座
標とする点の集合は，直
線として表されることを
理解している

反復横とびの記録の中央値を
求める

与えられた資料から中央
値を求めることができる

度数分布表について，ある階
級の度数を求める

与えられた資料の度数分
布表について，ある階級
の度数を求めることがで
きる

セットメニューの選び方の総
数を求める

起こり得る場合を順序よ
く整理し，場合の数を求
めることができる

さいころを投げるときの確率
について正しい記述を選ぶ

多数回の試行の結果から
得られる確率の意味を理
解している

対頂角は等しいことの証明に
ついて正しい記述を選ぶ

証明の必要性と意味を理
解している

y が x の関数でない事象を
選ぶ

関数の意味を理解してい
る

反比例のグラフを選ぶ

反比例のグラフが x 軸，
y 軸に限りなく近づく２
つのなめらかな曲線であ
ることを理解している

時間と道のりの関係を表すグ
ラフから，速さが最も速い区
間を選ぶ

時間と道のりの関係を表
すグラフについて，グラ
フの傾きが速さを表すこ
とを理解している

比例 y＝２x のグラフ上の点
Ａの x 座標が
３のときの y 座標を求める

与えられた比例の式につ
いて，そのグラフ上の点
の x 座標を基に y 座標
を求めることができる

比例のグラフから，x の変域
に対応する y の変域を求め
る

与えられた比例のグラフ
から，x の変域に対応す
る y の変域を求めること
ができる

一次関数の表から，x と y
の関係を表した式を選ぶ

一次関数の表から，x と
y の関係を式で表すこと
ができる
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○　数学Ｂ

設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

北
九
州
市
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

北
九
州
市
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
１

(１)
エ,オ

○ ○ 25.5 29.3 25.7 21.1

１（２）
１

(１)
エ,オ

○ ○ 34.8 35.1 1.0 0.9

１（３）
１

(１)
エ,オ

○ ○ 10.1 11.7 8.2 5.6

２（１）
２

(１)
イ,ウ

○ ○ 72.5 78.8 9.9 6.0

２（２）
２

(１)
イ,ウ

○ ○ 42.7 43.1 27.6 24.0

２（３）
２

(１)
イ,ウ

○ ○ 59.2 63.8 24.8 19.4

３（１）

１
(２)
イ
２

(２)

○ ○ 38.5 42.6 11.9 8.7

３（２）

１
(２)
イ
２

(２)

○ ○ 17.5 21.2 53.5 48.2

４（１）
２

(２)
ア,ウ

○ ○ 37.4 42.5 1.5 1.2

４（２）
２

(２)
イ,ウ

○ ○ 42.0 49.6 26.2 18.6

５（１）

小５
数量
(３)
１

(１)

○ ○ 33.6 39.1 32.6 26.8

５（２）
１

(１)
イ

○ ○ 17.9 23.3 37.1 29.7

５（３）
２

(１)
イ

○ ○ 64.0 67.3 1.6 1.5

６（１）
２

(１)
イ

○ ○ 42.6 46.5 1.5 1.3

６（２）
２

(１)
イ

○ ○ 26.8 30.8 19.7 17.1

底面になる円の半径の長さが
８ｃｍ のとき，表や式から，
側面になるおうぎ形の中心角
の大きさを求める方法を説明
する

与えられた表や式を用い
て，問題を解決する方法
を数学的に説明すること
ができる

発展的に考え，予想した
事柄を説明することがで
きる

２回目の調査の方が落とし物
の状況がよくなったとは言い
切れないと主張することもで
きる理由を，グラフを基に説

資料の傾向を的確に捉
え，判断の理由を数学的
な表現を用いて説明する
ことができる

記名のある落とし物を１個１
点，ない落とし物を１個２点
として集計するとき，表彰す
る学級の決め方として正しい

振り返って立てられた構
想に沿って，事象を数学
的に表現し，その意味を
解釈することができる

平面図形と空間図形を関
連付けて事象を考察し，
その特徴を的確に捉える
ことができる
図形に着目して考察した
結果を基に，問題解決の
方法を図形の性質を用い
て説明することができる

中心角の大きさ x と半径の
長さ y の間にある関係につ
いて，正しい記述を選ぶ

与えられた式を基に，事
象における２つの数量の
関係が比例であることを
判断できる

証明で用いた三角形の合同を
根拠として，証明したこと以
外に新たにわかることを選ぶ

証明を振り返り，新たな
性質を見いだすことがで
きる

正方形ＡＢＣＤを平行四辺形
ＡＢＣＤに変えても，ＡＥ＝
ＣＦとなることの証明を完成
する

発展的に考え，条件を変
えた場合について証明す
ることができる

１回目の調査で，落とし物の
合計のうち，文房具の占める
割合を求める式を答える

与えられた情報から必要
な情報を選択し，的確に
処理することができる

連続する３つの整数が１９，
２０，２１のとき，それらの
和が中央の整数の３倍になる
かどうかを確かめる式を書く

連続する３つの整数の和が中
央の整数の３倍になることの
説明を完成する

連続する５つの整数の和につ
いて成り立つ事柄を表現する

ポップアップカードを９０°
に開いたとき，
四角形ＥＦＧＨが正方形にな
る場合のＥＦの長さを求める
四角形ＥＦＧＨがいつでも平
行四辺形になるように点Ｆの
位置を決める方法を，平行四
辺形になるための条件を用い

問題場面における考察の
対象を明確に捉えること
ができる

事柄が成り立つ理由を，
構想を立てて説明するこ
とができる

評価の観点

事象を式の意味に即して
解釈し，その結果を数学
的な表現を用いて説明す
ることができる

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

与えられた情報から必要
な情報を選択し，的確に
処理することができる

必要な情報を選択して的
確に処理し，その結果を
事象に即して解釈するこ
とができる

映像の明るさを２倍にするた
めの投映画面の面積の変え方
を選び，その理由を説明する

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域等

投映距離と投映画面の高さの
関係を式で表す

投映画面がスクリーンに収ま
り，できるだけ大きく映し出
すことができる投映距離を選
ぶ

＊
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中学校数学科

１ 課題のある全国学力・学習状況調査問題

２ 結果分析から見えてきた今後の取組

１ 課題のある調査問題（数学Ａ）

正答率
１９．８％
－２．４ｐ

誤答率
５２．７％

【正答】 【誤答】

具体的な数で表したり、線分図で表したりして関係を
言葉や文字を使った式に表す活動を取り入れる。
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正答率
６８．５％
－１０．９ｐ

１ 課題のある調査問題（数学Ａ）

５．０％

１０．９％

１４．８％

６８．５％

１ 課題のある調査問題（数学Ａ）

正答率
２４．０％ －１．８ｐ
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１ 課題のある調査問題（数学Ａ）

２５．０％

２８．２％

２４．０％

１３．５％

７．９％

証明の必要性と意味を理解について課題がある。

１ 課題のある調査問題（数学Ｂ）

正答率
４２．０％
－７．６ｐ

無解答率
２６．２％
＋７．６ｐ

発展的に考え、条件を変えた場合について証明する
ことに課題がある。
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１ 課題のある調査問題（数学Ｂ）

正答率
１７．５％ －３．７ｐ

無解答率
５３．５％ ＋５．２ｐ

方法や手順、理由を説明することに課題がある。

8

・ 用語の意味、性質や条件などの確実な定着

基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着

・ 授業でまとめを書くことの徹底
（学習した用語を使って・解決過程のまとめなど）

考えたことを表現する授業の実施

２ 今後の取組

・ 振り返りのための工夫（ノート・授業・宿題）

・ 説明の仕方や表現の方法を示し、発言する
機会を設定する。 （普段の授業で継続して実施）
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⑹ 算数・数学科の分析及び改善の方向 

（福岡教育大学 教授 清水 紀宏） 
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⑺　小学校理科・中学校理科

○　理科（小学校）

集計結果

分類・区分別集計結果

24

主として「知識」に関する問題 9

主として「活用」に関する問題 15

物質 7

エネルギー 6

生命 6

地球 7

自然事象への関心・意欲・態度 0

科学的な思考・表現 15

観察・実験の技能 5

自然事象についての知識・理解 4

選択式 18

短答式 3

記述式 3

　全体

※一つの設問が複数の区分に該当する場合があるため，それぞれの分類について
　各区分の設問数を合計した数は，実際の設問数とは一致しない場合がある。

57.9 61.3

57.0 60.5
枠組み

学習指導要領
の区分等

評価の観点

問題形式

68.6

59.5 62.9

60.6 63.6

41.4 45.3

54.4 57.8

57.0 60.5

51.9 55.5

65.5

56.4 61.2

分類 区分
対象設問数
（問）

平均正答率(％)

北九州市
（公立）

全国
（公立）

57.3 60.8

54.8 57.4

62.2 65.6
Ａ区分

Ｂ区分

対象児童数
北九州市（公立） 全国（公立）

7,764 1,060,792

○　理科

設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

１（１） ○
5A

(2)ア
○ ○ 73.7 77.6 0.1 0.2

１（２） ○
5A

(2)ア
○ ○ 58.5 61.2 0.6 0.7

１（３） ○
4A

(2)ア

5A

(2)ア
○ ○ 59.6 62.8 0.9 1.1

１（４） ○

3A

(4)イ

5A

(2)ア

(3)ア

○ ○ 49.6 53.2 1.2 1.3

１（５）ア ○

4A

(3)ア

5A

(3)イ

○ ○ 69.7 72.7 0.9 0.9

１（５）イ ○

4A

(3)ア

5A

(3)イ

○ ○ 62.2 66.2 1.0 1.0

振り子時計の軸に用いる適切
な金属を選び，選んだわけを
書く

振り子時計の調整の仕方
を調べるための実験につ
いて，条件を制御しなが
ら構想できる

振り子の運動の規則性を
振り子時計の調整の仕方
に適用できる

熱膨張が小さい金属につ
いて，グラフを基に考察
して分析した内容を記述
できる

学習指導要領の区分等 評価の観点枠組み

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

Ａ区分

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

振り子が１往復する時間を変
える要因を調べるため適切に
条件を変えた振り子を選ぶ

振り子時計の進み方を調整す
る内容を選ぶ

電磁石と磁石が退け合うよう
にするための極の組み合わせ
を選ぶ

電磁石と磁石の同極が退
け合う性質を振り子が左
右に等しく振れる仕組み
に適用できる

電磁石の働きを利用した振り
子が左右に等しく振れる導線
の巻き方や乾電池のつなぎ方
について，当てはまるものを
選ぶ

電磁石の働きを利用した
振り子について，試行し
た結果を基に自分の考え
を改善できる

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

全
国
（

公
立
）

Ｂ区分
自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

北
九
州
市
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

北
九
州
市
（

公
立
）
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○　理科
設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

２（１） ○ 5B
(2)ア ○ ○ 76.8 78.0 0.3 0.3

２（２）
よし子

○

5B
(1)ア
(2)ア
イウ

○ ○ 71.5 76.3 0.6 0.6

２（２）
ひろし

○

5B
(1)ア
(2)ア
イウ

○ ○ 64.2 69.0 0.7 0.8

２（３） ○ 5B
(2)イ ○ ○ 55.7 61.6 18.3 16.1

２（４） ○ 5B
(2)イ ○ ○ 30.3 37.9 1.1 1.0

２（５） ○ 5B
(1)ウ

3B
(3)ア ○ ○ 39.6 44.2 2.8 2.8

３（１） ○ 4A
(2)ウ ○ ○ 79.2 81.9 0.5 0.5

３（２） ○ 4A
(2)イ ○ ○ 50.1 54.0 0.7 0.7

３（３） ○ 4A
(2)イ ○ ○ 48.7 51.7 1.1 1.1

３（４） ○ 5A
(1)イ ○ ○ 73.3 70.7 9.2 10.7

３（５） ○ 5A
(1)イ ○ ○ 47.5 51.7 3.1 2.9

３（６） ○ 5A
(1)イ ○ ○ 25.1 28.9 5.7 5.7

４（１） ○
4B
(4)
アウ

○ ○ 38.6 41.0 1.8 2.0

４（２） ○ 4B
(4)ア ○ ○ 53.0 56.1 1.9 2.0

４（３） ○ 4B
(4)ウ ○ ○ 52.8 55.3 2.0 2.2

４（４） ○ 4B
(4)ウ ○ ○ 61.8 65.0 2.8 3.0

４（５） ○ 4B
(3)イ ○ ○ 52.8 58.5 16.2 15.2

４（６） ○ 4B
(3)イ ○ ○ 82.2 84.2 3.9 4.2

北
九
州
市
（

公
立
）

地面に水をまいたときの地面
の様子と温度変化について，
実験結果から言えることを選
ぶ

打ち水の効果について，グラフ
を基に地面の様子と気温の変化
を関係付けながら考察して分析
できる

設問番号 設問の概要 出題の趣旨

星座の動きを捉えるために必
要な記載事項を選ぶ

星座の動きを捉えるための適切
な記録方法を身に付けている

観察した星座や雲の動きを選
ぶ

星座や雲の動きについて，観察
記録を基に考察して分析できる

水が水蒸気になる現象につい
て，その名称を書く

水が水蒸気になる現象につい
て，科学的な言葉や概念を理解
している

水の温度と砂糖が水に溶ける
量との関係のグラフから，水
の温度が下がったときに出て
くる砂糖の量を選び，選んだ
わけを書く

析出する砂糖の量について分析
するために，グラフを基に考察
し，その内容を記述できる

方位についての情報から，観
察している方位を選ぶ

方位を判断するために，観察し
た事実と関係付けながら情報を
考察して分析できる

夕方にみられる月の形と場所
を選ぶ

月は１日のうち時刻によって形
は変わらないが，位置が変わる
ことを理解している

水の温まり方について，実験
結果から考え直した内容を選
ぶ

水の温まり方を考察するため
に，実験結果を基に自分の考え
を改善できる

示された器具（メスシリン
ダー）の名称を書く

メスシリンダーの名称を理解し
ている

メスシリンダーで一定量の水
をはかり取る適切な扱い方を
選ぶ

メスシリンダーで一定量の水を
はかり取る適切な扱い方を身に
付けている

顕微鏡の適切な操作方法を選
ぶ

インゲンマメとヒマワリの成
長の様子や日光の当たり方か
ら，適した栽培場所を選び，
選んだわけを書く

水蒸気の状態の説明として当
てはまるものを選ぶ

水蒸気は水が気体になったもの
であることを理解している

水の温まり方の予想を基に，
温度計が示す温度が高くなる
順番を選ぶ

予想が一致した場合に得られる
結果を見通して実験を構想でき
る

顕微鏡の適切な操作方法を身に
付けている

植物の適した栽培場所につい
て，成長の様子と日光の当たり
方を適用して，その内容を記述
できる

示された器具（顕微鏡）の名
称を書く

顕微鏡の名称を理解している

生物の成長に必要な養分のと
り方について，仲間分けした
観点を選ぶ

生物の成長に必要な養分のとり
方について，調べた結果を視点
をもって考察して分析できる

メダカのめすとおすを見分け
るための観察する部分を選ぶ

メダカの雌雄を見分ける方法を
理解している

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

全
国
（

公
立
）

Ｂ区分
自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

北
九
州
市
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

学習指導要領の区分等 評価の観点枠組み

主
と
し
て
「

知
識
」

に
関
す
る
問
題

主
と
し
て
「

活
用
」

に
関
す
る
問
題

Ａ区分
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